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 いまだ収束のめどが立たない福島第１原発事故。原発

依存型のエネルギー政策の転換が迫られるなか、太陽光

など再生可能エネルギーが注目されています。被災地に

近い福島県相馬市。「復興」の名のもとに太陽光発電の計

画が浮上しています。開発のにおいをかぎつけたように、

さまざまな不動産ブローカーがうごめいています。強引

に事業を進めるあまりでしょうか、私有地の山林が盗伐される事態まで起きています。お決まりのよう

に、ブローカーの背後には官僚ＯＢの影も……。そして、翻弄される住民。知られざる「復興」の内実

を迫ります。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待ください。 

 

 

 

 

 

 

 23 日告示された東京都都知事選は、細川護熙元首相と小泉純一郎元首相

が「脱原発」を掲げて名乗りをあげたことで、原発問題がクローズアップ

されました。一方で、安倍晋三首相が「都知事としての課題についてバラ

ンス良く議論されるべきだ」と語るなど脱原発の争点化をけん制する動き

があります。新聞各紙の社説も脱原発が争点かそうでないかで分かれてい

ます。そこでどうなのかを被災地・福島で聞きました。 

 

 

 

 くらしナビ面で好評の連載「女の気持ち」の投稿者をベテラン記者らが訪

ね、投稿者らの生き方に迫ります。今回は西部本社の福岡賢正記者が、若年

性アルツハイマーの夫（66）の介護を続ける 61 歳の妻との愛情あふれる日常

を描きました。 

 

 

 

 

 

 物を運んだり収納したりするのに重宝する風呂敷。四角形の布１枚というシンプルな形

や、繰り返し使えて環境に優しい点などが見直されています。日本風呂敷協会の風呂敷ラ

ッピング・コーディネーターの大工原智子さんに、歴史からサイズ、包み方などを教えて

もらいました。３回連載です。 

福島発 山林の盗伐、官僚ＯＢの人脈… 

追跡！「復興」に蠢(うごめ)く開発業者たち 19日（日） 

「女の気持ちをたずねて」 おんなのしんぶん面 20 日（月） 

みんなの「風呂敷」 くらしナビ面 20 日（月）～22 日（水） 

原発は争点ではない？ 

福島で聞く都知事選 

夕刊２面特集ワイド 24 日（金） 
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 肩や腰、膝など体の痛みに悩む人は多く、慢性化すれば生活にも影響を及ぼします。こ

うした痛みを改善しようと、整形外科医や精神科医、理学療法士など複数の専門家がチー

ムを作り、「痛み」をさまざまな角度から検証して、治療する取り組みが始まっています。

愛知県の病院を記者が訪れました。 

 

 

 

 

 

 ３月 21 日に兵庫県西宮市の阪神甲子園球場で開幕する第 86 回選抜高校野

球大会（毎日新聞社、日本高校野球連盟主催）の出場校選考委員会が今月 24

日、大阪市北区の毎日新聞大阪本社オーバルホールで開かれます。出場校は

▽一般選考 28 校▽21 世紀枠３校▽神宮大会枠１校、の計 32 校。一般選考の

地区別校数は▽北海道１▽東北２▽関東・東京６▽東海２▽北信越２▽近畿

６▽中国・四国５▽九州４。21 世紀枠は全国９地区の候補校から、東日本、西日本から各１校を選出、

残る７校からさらに１校を決めます。毎日新聞は 25 日朝刊で、出場校紹介や夢舞台出場を決めた球児の

喜びの表情などを掲載します。 

 

 

 

 

 

 ソチ冬季五輪が２月７日夜（日本時間８日未明）に開幕します。世界の頂点を目指

して夢舞台に臨む選手たち。現役女子選手では世界でただ一人実戦でトリプルアクセ

ル（３回転半ジャンプ）に挑み続けるフィギュアスケートの浅田真央選手、浮力をつ

かむ空中姿勢は世界一とも称賛されるスキージャンプの葛西紀明、スタミナが求めら

れる低地リンク用の超低姿勢フォームを研究してきたスピードスケートの小平奈緒選

手……。日ごろの鍛錬でそれぞれが磨き上げたこだわりの技、戦術、発想力などを紹

介します。 

 

 

 

 

 

「慢性疼痛」チームで痛み治療 くらしナビ面 21 日（火） 

センバツ出場校決定    25 日（土）掲載  

インサイド「ソチ五輪への道のり 第５部・勝負の逸品」 

21 日（火）から６回  


